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永
縁
と
『
堀
河
百
首
』

1
堀
河
百
首
研
究
日
1

竹

下

豊
豆

一

　
多
人
数
に
よ
る
組
題
百
首
・
応
制
百
首
の
嗜
矢
と
さ
れ
る
『
堀
河
百
首
』
に

は
、
複
雑
な
成
立
過
程
が
考
え
ら
れ
る
。
現
存
諸
本
が
、
源
顕
仲
と
求
縁
を
除

く
十
四
人
本
、
辺
幅
と
永
縁
の
一
方
を
欠
く
十
五
人
本
、
両
者
と
も
含
ま
れ
る

十
六
人
本
の
三
種
に
大
別
さ
れ
る
こ
と
が
、
そ
れ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

　
前
稿
「
『
堀
河
百
首
』
の
成
立
事
情
と
そ
の
一
性
格
－
堀
河
百
首
研
究
e
l
」

（
『
女
子
大
文
学
　
国
文
篇
』
第
三
十
六
号
、
昭
6
0
・
3
）
で
も
、
　
『
堀
河
百

首
』
の
成
立
事
情
の
一
端
を
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
　
『
堀
河
百

首
』
に
見
え
る
類
似
点
の
存
在
な
ど
か
ら
、

　
　
そ
の
規
模
の
ほ
ど
は
わ
か
ら
な
い
に
し
て
も
、
　
『
堀
河
百
首
』
詠
進
の
た

　
　
め
の
「
百
首
作
歌
研
究
会
」
の
よ
う
な
も
の
が
持
た
れ
、
顔
を
合
わ
せ
て

　
　
詠
歌
し
、
批
評
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
消

　
－
息
な
ど
で
歌
を
見
せ
合
っ
た
り
、
論
評
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た

　
　
と
想
像
さ
れ
る
。
…
…
そ
う
し
た
「
場
」
で
、
お
互
い
に
影
響
し
合
っ
た

　
　
り
、
先
に
詠
ま
れ
た
歌
の
影
響
を
受
け
た
り
し
て
、
類
似
歌
が
生
ま
れ
た

　
　
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
最
終
形
態
の
十
六
人
本
の
作
者
の
中
で
、
十
四
人
本

（
奏
覧
本
）
の
作
者
に
含
ま
れ
な
い
永
縁
に
、
類
似
歌
が
際
立
っ
て
多
い
こ
と

か
ら
、
奏
覧
以
後
に
遅
れ
て
詠
進
し
た
永
縁
は
、
既
に
成
立
し
て
い
た
一
四
人

の
作
品
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
、
そ
の
影
響
を
濃

厚
に
受
け
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
こ
の
指
摘
が
説
得
力
を
持
ち
得
る
た
め
に

は
、
永
縁
は
ど
の
よ
う
に
し
て
『
堀
河
百
首
』
の
作
者
に
加
わ
っ
た
の
か
、
ま

た
『
堀
河
百
首
』
の
た
め
の
「
作
歌
研
究
会
」
に
参
加
し
て
は
い
な
か
っ
た

か
、
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
前
稿
で
は
、
こ
う
い
つ
た
問
題
に
つ
い
て
、
深
く
言
及
し
な
か
っ
た
の
で
あ

る
が
、
本
稿
で
は
、
改
め
て
豊
野
と
『
堀
河
百
首
』
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る

と
と
も
に
、
『
堀
河
百
首
』
の
流
布
、
享
受
の
面
で
、
，
永
縁
の
果
た
し
た
役
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



な
ど
に
つ
い
て
も
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

二

　
永
縁
の
堀
河
百
首
歌
は
、
奏
覧
本
と
目
さ
れ
る
十
四
人
本
の
作
と
全
く
無
関

係
に
詠
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
前
馬
で
挙
げ
た
例
の
中
か
ら
、
今
は
二

例
だ
け
掲
げ
て
み
よ
う
。

　
　
青
柳
の
糸
は
み
ど
り
の
髪
な
れ
や
吹
き
く
る
風
の
け
づ
り
顔
な
る

　｝　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
春
・
柳
。
一
二
六
・
肥
後
）

　
　
青
柳
の
糸
は
み
ど
り
の
髪
な
れ
や
み
だ
れ
て
け
つ
る
二
月
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
二
二
四
・
永
縁
）

　
　
神
山
の
し
る
し
と
思
へ
ば
け
ふ
ご
と
に
葵
の
か
づ
ら
せ
ぬ
人
ぞ
な
き

　｛　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
夏
・
葵
・
三
六
五
・
熾
烈
）

　
　
け
ふ
ご
と
に
葵
の
か
づ
ら
す
る
入
は
神
の
し
る
し
と
思
ふ
な
る
べ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
二
二
六
四
・
永
縁
）

前
稿
で
説
明
し
た
の
で
、
詳
細
は
省
略
す
る
が
、
後
の
例
な
ど
、
荒
都
歌
の

一
・
二
野
と
三
句
目
以
下
を
入
れ
換
え
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
永
縁
の
歌
に
な
り
、

一
方
が
剰
御
歌
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
例
が
出
て
く
る
理
由
は
、
二
通
り
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
一
つ

は
永
縁
も
「
百
首
作
歌
研
究
会
」
の
よ
う
な
も
の
に
参
加
し
て
い
て
、
他
の
百

首
作
者
と
相
互
に
影
響
し
合
っ
た
り
、
他
の
作
者
の
影
響
を
受
け
た
り
し
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

と
い
う
考
え
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
　
「
百
首
作
歌
研
究
会
」
に
は
参
加
し
て

い
な
い
が
、
既
に
成
立
し
て
い
た
十
四
人
本
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
影
響

を
受
け
て
詠
ん
だ
と
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
他
に
「
作
歌
研
究
会
」
に
も
参
加

し
、
十
四
人
本
を
見
る
こ
と
も
で
き
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
場
合
は
、
ど
ち
ら
か
ら
の
影
響
を
重
く
み
る
か
に
よ
っ
て
、
先
の
二

通
り
に
含
め
て
考
え
て
よ
ろ
し
か
ろ
う
。

　
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
当
っ
て
、
ま
ず
『
堀
河
百
首
』
が
堀
河
天
皇
に
奏
覧

さ
れ
た
時
期
と
推
定
さ
れ
て
い
る
長
治
二
年
（
一
一
〇
五
）
五
月
二
九
日
～
同

三
年
三
月
一
一
日
の
間
の
永
沢
の
経
歴
を
見
て
み
よ
う
。
永
別
は
承
徳
元
年
（
一

〇
九
七
）
一
二
月
、
元
興
寺
別
当
、
康
和
三
年
（
＝
〇
一
）
三
月
、
大
安
寺

別
当
と
な
り
（
『
僧
綱
補
任
』
）
、
天
永
三
年
（
一
一
一
二
）
五
月
に
は
興
福

寺
権
別
当
に
補
さ
れ
て
い
る
（
『
興
福
寺
三
綱
補
任
』
『
興
福
寺
略
年
代
記
』
）
。

し
た
が
っ
て
、
『
堀
河
百
首
』
の
奏
覧
時
期
に
は
、
大
安
寺
別
当
で
あ
っ
た
。
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
）

す
る
と
、
そ
の
前
後
も
含
め
て
、
永
縁
は
奈
良
在
住
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
次

節
に
述
べ
る
ご
と
く
、
毎
年
五
月
に
行
わ
れ
る
最
勝
講
の
講
師
を
務
め
た
り
し

て
い
る
か
ら
、
入
洛
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
い

う
折
も
仏
事
以
外
の
「
作
歌
研
究
会
」
な
ど
に
参
加
す
る
機
会
は
、
ま
ず
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
　
『
堀
河
百
首
』
諸
本
に
載
せ
る
異
心
歌
中
に
、
源
顕
仲
と
と
も
に
、

永
縁
の
歌
は
一
首
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
異
謡
歌
は
、
約
六
五
首
に
も
の



ぼ
り
、
そ
の
大
部
分
は
、
　
『
堀
河
百
首
』
の
切
継
ぎ
の
過
程
で
切
り
出
さ
れ
た

歌
で
あ
ろ
う
と
い
う
（
橋
本
不
美
男
・
滝
沢
貞
夫
『
校
本
堀
河
院
誰
時
百
首
和

歌
と
そ
の
研
究
耳
門
箒
』
　
〈
以
下
、
　
『
校
本
』
と
略
称
す
〉
三
五
八
頁
）
。
こ
の

切
継
ぎ
は
、
「
百
首
作
歌
研
究
会
」
の
段
階
で
行
わ
れ
た
と
い
う
よ
け
、
一
応
、

各
歌
人
の
百
首
歌
が
集
ま
っ
た
段
階
で
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
切
り
出
さ
れ

た
歌
の
中
に
、
永
縁
の
歌
が
一
首
も
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
そ
の
段
階

で
は
永
縁
の
百
首
歌
が
詠
進
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
よ

う
。
し
た
が
っ
て
、
切
継
ぎ
の
前
段
階
、
　
「
百
首
作
歌
研
究
会
」
の
よ
う
な
時

点
で
、
既
に
無
縁
が
参
加
し
て
い
た
可
能
性
は
極
め
て
薄
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。

　
次
に
、
　
「
人
ハ
花
ノ
林
ノ
カ
ウ
バ
シ
キ
ア
ト
ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ
ヲ
ゾ
ト
ブ
ラ
ヒ

侍
ケ
ル
」
ど
、
そ
の
駿
文
で
、
「
花
ノ
林
」
つ
ま
り
花
林
院
権
僧
正
永
縁
以
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
）

の
歌
を
集
め
た
と
述
べ
る
素
俊
（
俗
名
橘
家
季
）
撰
の
『
槍
葉
和
歌
集
』
に
、

　
　
　
新
古
今
年
ラ
バ
レ
ケ
ル
コ
ロ
、
堀
川
院
御
忌
ノ
花
林
院
権
僧
正
ノ
例
ニ

　
　
　
ヨ
リ
テ
、
百
首
ノ
歌
歴
テ
マ
ツ
リ
ケ
ル
ツ
イ
デ
ニ
ク
ハ
へ
奏
ケ
ル
、

　
　
ニ
ホ
ヒ
ナ
キ
ソ
ノ
コ
ト
ノ
ハ
ト
オ
モ
ヘ
ド
モ
花
ノ
ハ
ヤ
シ
ノ
ア
ト
ヲ
コ
ソ

　
　
オ
へ
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
二
・
雑
三
一
篇
・
九
四
九
・
前
大
僧
正
雅
縁
）

と
い
う
歌
が
見
え
る
。
こ
の
歌
の
詞
書
か
ら
、
　
『
校
本
』
は
「
奈
良
在
住
の
永

縁
が
、
親
し
い
俊
頼
や
基
俊
等
か
ら
こ
の
空
前
の
壮
挙
を
聞
き
、
こ
の
組
題
の

百
首
歌
を
自
か
ら
進
ん
で
詠
み
、
　
『
堀
河
百
首
』
の
中
へ
加
え
て
欲
し
い
旨
の

　
　
　
　
永
縁
と
『
堀
河
百
首
』

一
首
を
付
け
た
」
と
推
定
し
て
い
る
（
三
五
六
頁
）
。
私
子
に
よ
れ
ば
、
該
歌

の
詞
書
は
『
堀
河
百
首
』
の
時
の
永
縁
の
例
に
倣
っ
て
、
雅
縁
が
『
新
古
今

回
』
撰
集
の
頃
に
百
首
歌
を
奉
っ
た
、
そ
の
つ
い
で
に
該
当
一
首
を
加
え
て
奏

上
し
た
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
永
縁
の
百
首
歌
の
奉
り
方
が
特
殊
な
例
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
　
『
堀
河
百
首
』
の
中
へ
加
え
て
欲
し
い
旨
の
一
首
を
付

け
た
と
ま
で
は
、
言
い
切
れ
な
い
よ
う
に
思
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
　
『
校
本
』
は
さ
ら
に
、
　
「
雅
縁
の
歌
の
内
容
か
ら
し
て
も
、
選

に
洩
れ
た
者
が
自
薦
す
る
姿
勢
が
窺
わ
れ
、
永
縁
自
薦
説
が
成
り
立
つ
も
の
と

思
わ
れ
る
」
と
述
べ
る
（
三
五
六
頁
）
。
確
か
に
、
上
縁
が
自
薦
で
『
堀
河
百

首
』
の
百
首
歌
を
奉
っ
た
、
そ
の
例
に
な
ら
っ
て
、
百
首
歌
の
人
数
に
入
ら
な

か
っ
た
雅
縁
が
、
自
ら
進
ん
で
百
首
歌
を
奉
っ
た
と
い
う
よ
う
に
解
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
折
か
ら
撰
集
中
の
『
新
古
今
集
』
へ
の
入

集
を
期
待
し
た
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
先
の
雅
縁
歌
の
詞
書
か
ら
、
醒
際
は
「
『
堀
河
百
首
』
の
永
縁
の
例
に
な
ら

っ
て
、
　
『
正
治
二
年
院
百
首
』
の
際
、
百
首
を
召
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
」
　
（
久

保
田
淳
『
新
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』
第
四
巻
所
収
、
九
七
四
番
の
雅
縁
歌
）
と

解
す
る
こ
と
も
で
き
、
そ
の
場
合
、
永
縁
も
自
薦
で
は
な
く
、
百
首
歌
を
召
さ

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
こ
う
解
す
る
と
、
　
「
堀
川
院
御
民
ノ

花
林
院
権
僧
正
ノ
例
」
は
、
興
福
寺
別
当
が
院
に
百
首
歌
を
召
さ
れ
た
先
例
と

い
う
程
度
の
意
味
し
か
持
ち
得
な
い
（
も
っ
と
も
浜
縁
は
『
堀
河
百
首
』
の
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



は
、
大
安
寺
別
当
で
あ
っ
た
）
。
雅
縁
が
「
花
ノ
ハ
ヤ
シ
ノ
ア
ト
ヲ
コ
ソ
オ

へ
」
と
詠
ん
だ
の
は
、
永
縁
が
同
じ
興
福
寺
別
当
を
務
め
た
人
で
あ
り
、
先
輩

歌
人
と
し
て
の
濡
縁
を
崇
敬
し
て
い
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
が
、
一
首
の
内
容

は
、
　
『
校
本
』
が
指
摘
す
る
通
り
、
宿
縁
の
特
別
な
例
を
拠
り
所
に
し
て
、
自

薦
で
百
首
歌
を
奉
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
解
す

る
と
、
現
存
の
『
正
治
二
年
忌
百
首
』
の
平
定
の
中
に
、
雅
縁
の
百
首
を
収
め

る
も
の
は
見
当
ら
な
い
（
久
保
田
氏
の
前
掲
著
）
と
い
う
の
も
、
納
得
が
い
く

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
『
堀
河
百
首
』
の
永
濠
州
が
、
自
薦
に
よ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
の
契
機
と

し
て
、
　
「
親
し
い
俊
頼
や
基
俊
等
か
ら
こ
の
空
前
の
壮
挙
を
聞
」
い
た
こ
と
を

想
定
す
る
の
は
無
理
で
は
な
い
。
天
治
元
年
（
＝
二
四
）
春
－
八
月
十
五

　
　
　
　
　
（
注
3
）

夜
の
可
能
性
も
あ
る
一
の
『
奈
良
花
林
院
歌
合
』
の
判
者
を
基
俊
・
俊
頼
に

依
嘱
し
、
基
俊
息
光
覚
、
俊
頼
孫
教
学
を
歌
人
と
し
て
加
え
て
い
る
こ
と
（
実

際
は
、
両
者
の
作
は
基
俊
、
俊
頼
の
代
作
）
、
光
覚
を
め
ぐ
る
基
俊
と
逆
縁
の

贈
答
（
『
基
俊
集
』
）
な
ど
か
ら
窺
わ
れ
る
、
永
縁
と
基
俊
・
俊
頼
と
の
親
密

さ
が
、
　
『
堀
河
百
首
』
の
頃
ま
で
遡
り
得
る
か
、
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い

が
、
基
俊
、
俊
頼
の
線
か
ら
の
可
能
性
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
か
て
て
加
え

て
、
『
堀
河
百
首
』
十
四
人
本
の
作
者
の
中
に
は
、
永
縁
の
妹
、
河
内
も
い

る
。
こ
れ
ら
の
人
々
を
通
じ
て
、
　
『
堀
河
百
首
』
の
百
首
歌
を
詠
む
た
め
に
、

既
に
成
立
し
、
奏
覧
さ
れ
て
い
た
十
四
人
本
を
見
る
機
会
を
得
た
の
で
は
な
い

四

だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
黒
縁
が
百
首
歌
を
奉
っ
た
の
は
、
別
に
永
縁
と
堀
河
天
皇
の
関
係
も

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
次
節
で
触
れ
た
い
。

　
如
上
の
ご
と
く
、
永
縁
が
『
堀
河
百
首
』
の
た
め
の
「
百
首
作
歌
研
究
会
」

の
よ
う
な
も
の
に
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
十
四
人
本
の
作
者
と
の

類
似
歌
は
、
奈
良
在
住
の
永
世
が
十
四
入
本
を
見
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
詠
ん

だ
と
考
え
る
の
が
、
最
も
妥
当
な
見
解
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
見
解
は
、

永
縁
の
百
首
歌
が
十
四
人
の
奏
覧
本
に
遅
れ
て
詠
進
さ
れ
た
と
い
う
事
実
や
、

由
縁
の
類
似
歌
が
、
他
の
歌
人
の
場
合
に
比
し
て
、
数
量
的
に
も
内
容
的
に
も

強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
事
実
と
整
合
性
を
持
ち
得
よ
う
。
　
『
堀
河
百
首
』

（
十
四
人
本
）
の
最
初
の
享
受
者
は
、
実
は
同
じ
『
堀
河
百
首
』
作
者
の
重
縁

だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
鋭
縁
が
当
初
の
人
数
に
加
え
ら
れ
な

か
っ
た
の
は
、
や
は
り
奈
良
の
地
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
大
い
に
影
響
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三

　
前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
当
初
の
出
詠
予
定
歌
人
の
中
に
入
っ
て
い
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
離
縁
が
、
後
に
加
わ
っ
た
点
に
つ
い
て
、
親
し
い
俊
頼
や
基
俊

等
か
ら
こ
の
空
前
の
壮
挙
を
聞
い
て
、
自
か
ら
進
ん
で
詠
ん
だ
と
い
う
『
校

本
』
の
指
摘
（
三
五
⊥
ハ
頁
）
は
、
　
『
袋
草
紙
』
や
『
無
名
抄
』
、
　
『
宇
治
拾
遺



物
語
』
q
瀧
か
ら
窺
わ
れ
る
・
永
縁
の
数
寄
人
、
好
士
ぶ
り
か
ら
み
て
も
、

充
分
に
首
肯
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
多
人
数
に
よ
る
空
前
の
百
首
歌
の
こ
と
を

伝
え
聞
い
た
、
好
士
永
遠
が
、
後
に
で
も
そ
の
員
数
に
加
え
ら
れ
た
い
と
思
っ

た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ゐ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

　
一
方
、
奈
良
在
住
の
順
縁
が
、
　
『
堀
河
百
首
』
の
作
者
に
特
に
加
わ
っ
た
の

は
、
好
士
の
故
ば
か
り
で
は
な
く
、
奏
覧
先
で
あ
る
堀
河
天
皇
と
の
関
係
も
考

え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
順
徳
院
の
『
禁
秘
抄
』
に
、
そ
れ
を
示
唆
す
る
記
事

が
あ
る
。
今
、
高
松
宮
家
本
の
一
本
（
甲
本
）
か
ら
引
用
し
よ
う
（
陽
明
文
庫

一
本
く
近
・
八
九
．
三
九
V
も
同
じ
）
。

　
　
真
言
法
華
経
其
ノ
外
御
用
御
言
，
パ
可
シ
レ
有
ル
ニ
御
請
習
一
。
御
師
ハ
御
持
僧
，
中

　
　
可
キ
レ
選
ブ
ニ
墨
入
，
一
事
也
。
堀
河
院
，
二
時
、
唯
識
論
諦
習
ノ
御
師
永
農
書
へ

　
　
削
ス
。
匡
避
難
ジ
申
．
也
。
錐
モ
ニ
大
才
ト
一
猶
浄
行
ノ
人
可
キ
レ
為
ル
ニ
御
師
一
之
故

　
　
歎
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仏
事
次
第
）

　
　
御
経
師
殊
二
有
ル
ニ
清
撰
一
事
也
。
堀
河
院
ノ
視
時
唯
識
論
被
ル
レ
召
サ
ニ
永
縁
，
噌
。

　
　
匡
房
が
日
ク
錐
モ
ニ
大
才
ト
一
猶
非
ザ
ル
ニ
清
浄
ス
一
恐
ア
リ
。
　
　
　
（
御
侍
読
事
）

右
の
引
用
の
う
ち
、
傍
線
部
の
ニ
ケ
所
「
永
縁
教
申
」
、
　
「
被
レ
召
二
永
縁
一
」
に

つ
い
て
は
、
そ
礼
そ
れ
「
永
縁
欲
レ
召
」
、
　
「
欲
レ
庄
島
永
縁
一
」
と
す
る
本
文

（
群
書
類
従
本
）
や
、
一
方
の
本
文
を
傍
記
す
る
本
文
（
高
松
宮
家
本
一
本
く
乙

本
V
、
陽
明
文
庫
一
本
〈
近
・
八
九
・
三
七
～
三
八
〉
）
な
ど
も
あ
る
。
引
用
し
た

通
り
の
本
文
℃
あ
れ
ば
、
堀
河
院
の
唯
識
論
請
習
の
御
師
と
し
て
早
薬
が
教
え

永
縁
と
『
堀
河
百
首
』

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
「
永
直
江
レ
召
」
と
い
う
本
文
は
本
来
の
漢
文
の
用

法
か
ら
は
お
か
し
い
が
、
「
欲
レ
召
二
永
万
一
」
と
合
わ
せ
る
と
、
永
縁
を
召
そ

う
と
し
た
が
、
大
江
紅
血
に
非
難
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
た
め
に
、
永
縁
を

召
す
の
は
止
め
ら
れ
た
と
ま
で
読
む
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
が
、
恐
ら
く
は

そ
う
読
む
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。
永
縁
が
召
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
匡
房
の
非
難

も
あ
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
人
選
に
は
問
題
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『
禁
秘
抄
』
は
、
御
経
師
の
選
び
方
を
説
く
の
に
、
そ
の
選
び
方
に
問
題
の
あ

っ
た
過
去
の
事
例
と
し
て
、
永
縁
の
例
を
挙
げ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
右
の
「
御
侍
読
事
」
の
条
は
、
引
用
文
に
続
い
て
「
上
古
殊
二
胡
リ
レ
撰
」
と

述
べ
、
そ
の
一
例
に
、
「
堀
河
ノ
良
建
言
隔
日
泌
聾
響
動
」
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。

諸
資
料
の
寛
治
八
年
（
一
〇
九
四
）
一
〇
月
一
四
日
（
『
禁
秘
抄
』
諸
本
の
う

ち
、
二
四
日
と
す
る
本
も
あ
る
）
の
条
に
該
当
記
事
は
見
え
な
い
が
、
二
月
七

日
に
堀
河
天
皇
が
、
護
持
僧
権
大
僧
都
良
意
か
ら
、
二
間
に
お
い
て
御
心
お
よ

び
真
言
等
を
習
っ
た
旨
の
記
事
が
見
え
る
（
『
中
右
記
』
）
。

　
堀
河
天
皇
の
護
持
僧
と
し
て
、
『
護
持
僧
次
第
』
は
、
良
意
の
ほ
か
に
、
法
印

権
大
僧
都
隆
命
・
同
輩
誉
・
法
印
笹
野
・
些
少
僧
都
義
範
・
阿
闇
梨
俊
観
．
法

印
手
遅
・
阿
闇
二
士
円
・
同
封
円
の
八
人
を
挙
げ
る
。
こ
の
う
ち
、
増
誉
は
康

和
五
年
（
一
一
〇
三
）
一
〇
月
三
日
、
東
宮
に
不
動
法
を
修
せ
し
め
て
い
る
（
『
為

房
卿
記
』
）
。

　
永
縁
の
名
は
護
持
僧
の
中
に
見
え
な
い
か
ら
、
　
「
御
師
御
持
僧
中
可
レ
選
二
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



人
一
事
也
」
と
い
う
『
禁
秘
抄
』
の
言
か
ら
す
れ
ば
、
聖
画
が
唯
識
論
請
訓
の

御
師
と
な
っ
た
の
は
問
題
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
雨
縁
の
事
蹟
を
辿
る
と
、
堀
河
天
皇
の
御
師
と
し
て
、
必

ず
し
も
不
適
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
毎
年
五
月
の
吉
日
を
選
ん

で
、
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
を
宮
中
清
涼
殿
に
お
い
て
講
ず
る
「
最
勝
講
」
は
、

三
講
の
一
と
し
て
、
学
僧
昇
進
の
次
第
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
そ
の
「
証

義
、
講
師
、
聴
衆
な
ど
」
は
、
　
「
四
箇
の
大
寺
蘇
駄
噸
踊
の
僧
の
中
に
稽
古

の
聞
こ
え
あ
る
を
え
ら
び
て
定
む
」
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
（
『
公
事
根
源
』

五
月
の
条
）
、
堀
河
天
皇
在
位
中
（
応
徳
三
年
〈
一
〇
八
六
〉
＝
月
～
嘉
承

二
年
く
一
一
〇
七
V
七
月
）
の
諸
記
録
（
『
後
二
条
師
通
記
』
『
中
右
記
』
な
ど
）

に
よ
る
と
、
永
縁
は
、
毎
年
の
よ
う
に
講
師
を
務
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
寛

治
六
年
置
一
〇
九
二
）
、
同
七
年
、
嘉
保
二
年
（
一
〇
九
五
）
、
承
徳
二
年

（一

Z
九
八
）
、
康
和
四
年
（
一
一
〇
二
）
、
同
五
年
、
長
治
元
年
（
二
〇

四
）
、
同
二
年
、
嘉
承
元
年
（
一
一
〇
六
）
、
同
二
年
に
、
そ
の
名
が
見
え

る
。
諸
記
録
の
不
備
（
た
と
え
ば
、
　
『
中
右
記
』
は
、
承
徳
三
年
～
康
和
三
年

の
記
事
を
欠
く
。
あ
る
い
は
僧
名
を
記
さ
な
い
記
録
も
あ
る
）
を
勘
案
す
れ

ば
、
実
際
は
も
っ
と
多
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
承
徳
二
年
三
月

五
日
、
御
物
忌
で
紫
震
殿
に
お
い
て
、
法
印
権
大
僧
都
良
意
已
下
六
十
口
の
僧

が
大
般
若
御
読
経
を
行
っ
た
時
、
導
師
を
務
め
て
い
る
し
、
嘉
承
元
年
五
月
二

〇
日
、
春
季
御
読
経
の
講
師
と
な
り
、
二
二
日
に
は
、
興
福
寺
別
当
覚
信
の
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

り
に
、
春
季
難
読
経
御
論
議
の
結
言
を
定
め
、
翌
二
年
三
月
二
三
日
に
は
春
季

御
読
経
の
講
師
を
務
め
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
康
和
二
年
七
月
六
日
に
は
、
白
河
院
の
春
日
一
切
経
供
養
の
導
師

と
な
っ
て
い
る
（
『
興
福
寺
別
当
次
第
』
）
。
ま
た
承
徳
三
年
三
月
八
日
に
は

関
白
師
通
の
観
音
経
供
養
の
講
師
を
務
め
（
『
後
二
条
師
通
記
』
）
、
堀
河
天

皇
の
死
後
で
あ
る
が
、
天
仁
二
年
（
＝
〇
九
）
一
〇
月
二
四
日
に
は
、
関
白

忠
実
に
不
空
網
索
経
を
教
授
し
て
い
る
（
『
殿
暦
』
）
。

　
繁
雑
を
恐
れ
ず
に
、
魔
縁
の
主
だ
っ
た
事
蹟
を
述
べ
て
き
た
が
、
以
上
の
記

録
に
よ
っ
て
、
堀
河
天
皇
の
代
に
お
け
る
学
僧
と
し
て
の
永
縁
の
評
価
の
高
さ

は
充
分
に
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
も
そ
も
黒
縁
は
、
大
蔵
大
輔
従
五
位

上
藤
原
譜
相
と
い
う
下
級
貴
族
を
父
に
持
ち
、
し
か
も
九
歳
で
そ
の
父
を
失
っ

て
、
母
に
連
れ
ら
れ
、
　
一
乗
院
頼
信
に
師
事
し
た
と
い
う
　
（
『
元
亨
下
書
』

巻
五
、
　
「
本
朝
高
僧
伝
』
巻
十
一
）
。
永
倉
の
前
の
興
福
寺
別
当
で
あ
っ
た
大

僧
正
盲
信
は
関
白
師
実
息
で
あ
る
。
そ
の
後
に
、
有
力
貴
族
出
身
の
興
福
寺
僧

を
さ
し
お
い
て
、
重
縁
が
興
福
寺
別
当
に
ま
で
昇
り
つ
め
た
の
は
、
ひ
と
え
に

す
ぐ
れ
た
学
僧
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
永
縁
は
法
相
宗
の
学
僧
と
し
て
、

唯
識
に
深
い
造
詣
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
永
縁
が
、
堀

河
天
皇
の
唯
識
論
諦
習
の
御
師
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
不
審
と
す
る
に
は
当
ら

な
い
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
永
縁
と
堀
河
天
皇
の
特
別
な
結
び
付
き
が
考
え
ら
れ
る
な
ら



ば
、
京
の
中
央
歌
壇
か
ら
離
れ
た
奈
良
在
住
の
永
縁
が
、
特
に
『
堀
河
百
首
』

の
作
者
に
加
わ
っ
た
と
し
て
も
、
不
思
議
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ

に
至
っ
て
私
は
、
『
堀
河
百
首
』
は
「
顕
隆
の
百
首
を
継
承
し
て
東
宮
の
聖
天

子
へ
の
成
長
を
祈
願
し
た
」
も
の
と
す
る
上
野
理
氏
の
説
パ
『
後
拾
遺
前
後
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

六
七
〇
頁
）
の
上
に
、
月
月
の
特
別
参
加
の
意
味
を
求
め
た
い
気
も
す
る
が
、

今
は
そ
れ
以
上
踏
み
こ
ま
な
い
。
相
縁
が
俊
頼
や
基
俊
か
ら
百
首
歌
の
企
て
を

聞
き
つ
け
て
詠
進
し
た
（
『
校
本
』
三
五
六
頁
）
と
い
う
の
は
充
分
に
納
得
で

き
る
見
解
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
離
縁
と
堀
河
天
皇
の
特
殊
な
関
係

が
、
竿
縁
の
『
堀
河
百
首
』
茎
短
に
作
用
し
て
い
る
可
能
性
を
述
べ
る
だ
け
に

と
ど
め
て
お
き
た
い
。

四

　
で
は
、
遅
れ
て
詠
進
し
た
永
縁
の
百
首
が
、
奏
覧
本
の
十
四
人
本
に
加
え
ら

れ
て
、
流
布
し
た
の
は
、
い
つ
頃
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
　
「
＝
ハ
人
本
の
存
在
が

ど
こ
迄
確
実
に
辿
ら
れ
る
か
と
い
う
点
」
に
つ
い
て
、
滝
沢
貞
夫
氏
は
「
勅
撰

集
戸
私
撰
集
の
撰
集
資
料
が
ほ
ゴ
一
六
人
本
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
処
か
ら
、

一⊥

n
人
本
は
既
に
『
金
葉
集
』
の
撰
集
時
か
ら
存
在
し
以
後
流
布
し
て
い
た
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
5
）

が
窺
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
は
首
肯
で
き
る
見
解
で
あ
る
が
、

永
縁
の
堀
河
百
首
歌
の
存
在
、
流
布
を
、
も
っ
と
遡
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
。

永
縁
と
『
堀
河
百
首
」

　
永
久
四
年
（
＝
＝
ハ
）
六
月
四
日
の
　
『
六
条
宰
相
家
歌
合
』
　
（
萩
谷
朴

『
平
安
朝
歌
合
大
成
　
六
』
所
収
）
に
次
の
歌
が
見
え
る
。

　
　
冬
蔦
み
猪
名
の
中
山
越
え
来
れ
ば
槍
の
枯
葉
に
あ
ら
れ
降
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
一
番
・
霰
右
9
道
経
）

こ
の
歌
に
つ
い
て
、
判
者
藤
原
顕
露
は
、
「
軒
陰
は
百
首
歌
に
二
文
字
三
文
字

ぞ
変
り
た
る
と
、
左
方
の
人
人
侍
め
れ
ば
、
何
事
を
か
は
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
萩
谷
氏
は
、
余
り
に
も
近
い
頃
の
堀
河
院
百
首
冬
の
永
縁
歌
や

仲
実
歌
な
ど
を
本
歌
と
し
て
、
そ
の
類
似
性
を
左
方
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
と

述
べ
ら
れ
る
（
当
該
歌
合
の
解
説
）
。
萩
谷
氏
の
言
わ
れ
る
堀
河
百
首
歌
と
い

う
の
は
、
次
の
二
首
で
あ
る
。

　
　
ざ
夜
さ
む
み
人
ま
つ
人
に
聞
か
せ
ば
や
荻
の
か
れ
は
に
あ
ら
れ
ふ
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
冬
・
霰
・
九
三
五
・
仲
実
）

　
　
冬
の
夜
を
ね
覚
め
て
き
け
ば
か
た
岡
の
な
ら
の
か
れ
葉
に
霰
ふ
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
・
九
四
〇
・
永
縁
）

二
季
判
に
言
う
「
百
首
歌
」
が
『
堀
河
百
首
』
の
こ
と
で
あ
る
の
は
ま
ち
が
い

あ
る
ま
い
。
と
い
う
の
は
、
同
じ
『
六
条
宰
相
家
歌
合
』
の
、

　
　
郭
公
夏
の
夜
さ
へ
ぞ
う
ら
め
し
き
た
だ
一
声
に
明
け
ぬ
と
お
も
へ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
番
・
郭
公
左
。
あ
る
女
房
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に
対
し
、
、
判
者
顕
季
は
、
　
「
左
歌
は
、
百
首
の
歌
に
一
文
字
も
か
は
ら
ね
ば
、

な
に
事
を
か
は
申
す
べ
き
」
と
述
べ
る
。
　
「
あ
る
女
房
」
の
歌
と
い
う
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



『
堀
河
百
首
』
夏
・
郭
公
・
三
七
三
の
顕
季
歌
と
全
く
一
致
し
て
お
り
、
顕
裏

判
は
、
そ
れ
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
萩
谷
氏
が
、
こ
の
「
あ
る
女
房
」
を

主
催
者
実
行
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
の
に
賛
意
を
表
す
る
。
と

す
れ
ば
、
実
行
は
、
舅
で
あ
り
、
歌
合
判
者
で
あ
る
顕
季
の
堀
河
百
首
歌
を
そ

っ
く
り
流
用
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
　
「
本
歌
合
の
主
催
者
は
実
行
で
あ

る
が
、
事
実
上
は
、
判
者
顕
季
の
一
族
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
も
の
と
い
え
」
、

「
私
的
な
グ
ル
ー
プ
の
中
で
運
営
さ
れ
た
歌
合
で
あ
っ
た
」
か
ら
こ
そ
、
可
能

で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
我
々
は
、
「
六
条
宰
相
家
歌
合
』

の
時
点
で
、
　
「
百
首
歌
」
　
「
百
首
の
歌
」
と
言
え
ば
、
　
『
堀
河
百
首
』
を
指
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
を
知
り
得
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
先
の
『
六
条
宰
相
家
歌
合
』
の
「
冬
寒
み
」
の
道
経
歌
で
あ
る

が
、
下
句
は
『
堀
河
百
首
』
の
永
縁
引
「
冬
の
夜
を
」
に
全
く
一
致
す
る
。

似
た
歌
と
し
て
、
　
「
さ
夜
さ
む
み
」
の
仲
実
歌
が
あ
る
の
で
、
速
断
は
で
き
な

い
が
、
顕
季
判
の
い
う
「
百
首
歌
」
の
歌
は
、
永
賛
歌
で
．
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
と
す
れ
ば
、
永
久
四
年
六
月
の
『
六
条
宰
相
家
歌
合
』
の
頃
に
は
、
永
縁

の
百
首
歌
は
、
　
『
堀
河
百
首
』
中
の
歌
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

顕
季
判
に
「
左
方
の
人
人
侍
め
れ
ば
」
と
言
う
ご
と
く
、
こ
の
永
直
営
を
含
む

『
堀
河
百
首
』
は
流
布
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

れ
が
奇
縁
を
含
み
、
源
十
善
を
含
ま
な
い
十
五
人
本
で
あ
っ
た
可
能
性
も
否
定

は
で
き
な
い
が
、
滝
沢
氏
の
御
研
究
と
合
わ
せ
考
え
る
と
、
十
六
人
本
で
あ
っ

八

た
蓋
然
性
が
高
い
。

　
以
上
、
推
測
を
重
ね
た
が
、
十
六
人
本
『
堀
河
百
首
』
が
、
永
久
四
年
（
一

一
一
六
）
六
月
に
は
流
布
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
因
み

に
、
後
世
、
　
「
堀
河
院
次
郎
百
首
」
　
「
堀
河
院
二
度
百
首
」
と
も
呼
ば
れ
、

『
堀
河
百
首
』
と
一
対
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
の
あ
る
『
永
久
百
首
』
の
成
立

は
、
同
じ
永
久
四
年
の
一
二
月
二
〇
日
の
こ
と
で
あ
る
。

五

　
と
こ
ろ
で
、
永
縁
と
親
交
の
あ
っ
た
源
俊
頼
撰
の
『
金
葉
集
』
　
（
二
度
本
）

入
集
の
永
縁
歌
の
中
に
、
次
の
三
首
が
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
奈
良
に
て
人
人
百
首
歌
よ
み
は
べ
り
け
る
に
さ
わ
ら
び
を
よ
め
る

　
①
や
ま
ざ
と
は
の
べ
の
さ
わ
ら
び
も
え
い
つ
る
を
り
に
の
み
こ
そ
人
は
と
ひ

　
　
け
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
葉
二
・
春
・
七
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
奈
良
に
人
人
百
首
歌
よ
み
け
る
に
時
雨
を
よ
め
る

　
②
や
ま
が
は
の
み
つ
は
ま
さ
ら
で
し
ぐ
れ
に
は
も
み
ち
の
い
ろ
ぞ
ふ
か
く
な

　
　
り
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
葉
二
・
冬
・
二
五
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
奈
良
の
人
人
百
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
う
ら
み
の
心
を
よ
め
る

③
お
も
は
ん
と
た
の
め
し
人
の
む
か
し
に
も
あ
ら
ず
な
る
と
の
う
ら
め
し
き

　
　
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
葉
二
・
笹
下
・
四
三
〇
）

三
首
の
詞
書
に
よ
れ
ば
、
奈
良
の
地
で
人
人
が
百
首
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
が
あ



り
、
そ
の
時
の
詠
ら
し
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
同
じ
『
金
葉
集
』
（
二
度
本
）

に
、　

　
　
奈
良
花
林
院
歌
合
に
月
を
よ
め
る

　
　
い
か
な
れ
ば
秋
は
ひ
か
り
の
ま
さ
る
ら
む
お
な
じ
み
か
さ
の
山
の
は
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秋
・
二
〇
二
・
永
縁
）

が
あ
る
か
ら
、
有
名
な
『
奈
良
花
林
院
歌
合
』
と
は
別
の
機
会
の
詠
の
よ
う
で

あ
る
。

　
「
百
首
歌
」
と
い
う
と
、
前
節
に
触
れ
た
よ
う
に
『
堀
河
百
首
』
が
す
ぐ
に

念
頭
に
浮
か
ぶ
が
、
当
該
三
首
は
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
『
堀
河
百
首
』
の
ど

の
伝
本
に
も
見
え
な
い
歌
だ
か
ら
、
　
『
堀
河
百
首
』
の
歌
で
は
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
三
首
は
、
　
『
堀
河
百
首
』
と
は
無
縁
で
は
な
い
よ
う
だ
。

ま
ず
、
各
の
詞
書
に
見
え
る
歌
題
「
早
蕨
」
　
「
時
雨
」
　
「
恨
」
は
、
す
べ
て

『
堀
河
百
首
』
の
歌
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
①
の
歌
は
、
「
を
り
に
の
み
こ
そ
」

の
「
を
り
」
に
、
時
間
の
「
折
」
と
「
さ
わ
ら
び
を
折
り
」
の
意
が
掛
け
ら

れ
、
そ
こ
に
永
縁
の
工
夫
が
あ
る
が
、
こ
の
歌
は
、
　
『
堀
河
百
首
』
の
紀
伊

歌
、　

　
ま
だ
き
に
そ
つ
み
に
来
に
け
る
は
る
ば
る
と
今
も
え
出
つ
る
の
べ
の
さ
わ

　
　
ら
び
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
春
・
早
蕨
・
一
四
三
）

の
影
響
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
③
は
ほ
か
な
ら
ぬ
永
縁
そ
の
人
の

同
じ
題
「
恨
」
の
堀
河
百
首
歌
、
、

　
　
　
　
永
縁
と
『
堀
河
百
首
』

　
　
み
る
ま
ま
に
人
の
心
の
あ
り
し
に
も
あ
ら
ず
な
る
と
の
恨
め
し
き
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
恋
・
恨
・
一
二
七
六
）

と
下
句
が
全
く
一
致
す
る
。

　
第
二
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
略
読
は
永
縁
と
親
交
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
か

ら
、
『
金
葉
集
』
に
入
集
さ
せ
た
永
縁
歌
の
詞
書
を
、
何
の
根
拠
も
な
く
記
し

た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
永
縁
ら
が
百
首
歌
を
詠
ん
だ
と
い
う
の
は
、
　
『
檜
葉
和

歌
集
』
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
同
集
に
は
、
一
六
首
の
永
縁
歌
が
見
え

る
が
、
そ
の
う
ち
半
数
の
八
首
は
『
堀
河
百
首
』
の
歌
で
、
　
『
奈
良
花
林
院
歌

合
』
の
歌
も
一
首
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
他
の
七
首
の
中
に
、
百
首
歌
で
あ
る

旨
の
詞
書
を
有
す
る
二
首
が
見
え
る
。

　
　
　
百
首
ノ
歌
ノ
中
二

　
④
ウ
グ
ヒ
ス
ノ
ネ
グ
ラ
ノ
ハ
ナ
ハ
サ
カ
ネ
ド
モ
ハ
ツ
ネ
ゾ
春
ノ
シ
ル
シ
ナ
リ

　
　
ケ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
一
・
春
・
四
）

　
　
　
百
首
ノ
歌
中
二

　
⑤
カ
ス
が
山
イ
ハ
ネ
ノ
コ
マ
ツ
シ
ゲ
ケ
レ
バ
ヒ
ク
ト
モ
ツ
キ
ジ
チ
ヨ
ノ
タ
メ

　
　
シ
バ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
七
・
神
祇
付
賀
祝
・
五
三
一
）

　
こ
の
二
首
は
、
も
し
堀
河
百
首
題
に
よ
る
百
首
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
④
は

「
鶯
」
題
、
⑤
は
「
子
日
」
あ
る
い
は
「
祝
」
題
あ
た
り
に
相
当
し
よ
う
。

『
堀
河
百
首
』
（
十
六
人
本
）
の
「
子
日
」
題
に
お
い
て
、
歌
枕
「
春
日
（
野
）
」

を
詠
ん
だ
の
は
、
永
縁
の
次
の
一
首
の
み
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
　
春
日
野
に
子
日
の
小
松
ひ
き
つ
れ
て
神
に
ぞ
祈
る
君
が
千
と
せ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
（
春
・
子
日
・
二
八
）

こ
の
歌
は
、
⑤
の
歌
と
関
連
が
認
め
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
今

問
題
に
し
て
い
る
百
首
歌
と
、
　
『
堀
河
百
首
』
と
の
前
後
関
係
は
別
に
し
て
、

一
方
面
一
方
を
念
頭
に
お
い
て
詠
ま
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
思

・
つ
。

　
以
上
、
永
縁
た
ち
が
、
奈
良
で
、
堀
河
百
首
題
に
よ
る
百
首
歌
を
詠
ん
だ
可

能
性
を
指
摘
し
た
。
そ
の
永
副
祥
の
中
に
は
『
堀
河
百
首
』
の
自
流
と
無
関
係

と
は
思
え
な
い
よ
う
な
歌
も
認
め
ら
れ
る
。

山！、

　
次
に
、
　
『
堀
河
百
首
』
と
野
縁
た
ち
の
百
首
と
の
前
後
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
永
縁
た
ち
の
百
首
が
、
堀
河
百
首
題
に
よ
る
と

す
れ
ば
、
当
然
『
堀
河
百
首
』
の
方
が
先
行
す
る
の
で
あ
り
、
そ
う
考
え
る
の

が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
　
『
堀
河
百
首
』
の
百
首
を
詠
進
し
た
永
縁
が
、
そ
の

後
、
別
の
機
会
に
、
　
「
奈
良
に
て
人
々
」
を
集
め
て
、
堀
河
百
首
題
百
首
を
詠

ん
だ
も
の
と
推
測
し
て
誤
り
は
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
そ
の
時
期
は
、
い
つ
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
永
縁
の
事
蹟
を
考
慮

す
れ
ば
、
や
は
り
天
治
元
年
（
一
一
二
四
）
の
永
縁
主
催
『
奈
良
花
林
院
歌

合
』
の
頃
と
い
う
可
能
性
が
ま
ず
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
を
推
定
す
る
手
が
か

一
〇

り
が
、
『
櫓
葉
和
歌
集
』
の
中
に
見
え
る
。

　
　
　
百
丁
目
歌
ソ
中
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
超
法
師

　
．
⑥
山
フ
カ
ミ
ク
ル
人
ナ
シ
ノ
ヨ
ブ
コ
下
り
ヨ
ハ
ニ
ナ
ク
ネ
ヲ
ア
ハ
レ
ト
ゾ
聞

　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
　
　
　
　
（
巻
一
・
春
・
九
一
）

　
　
　
百
首
ノ
歌
中
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煮
干
法
師

　
⑦
ナ
ニ
ハ
ガ
タ
ミ
ダ
レ
テ
フ
セ
ル
ア
シ
ノ
ハ
ニ
ム
ス
ボ
ホ
レ
タ
ル
ウ
ス
氷
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
四
・
冬
二
二
＝
ハ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
6
）

作
者
勝
超
法
師
に
つ
い
て
は
、
橋
本
不
美
男
氏
の
考
察
が
あ
る
の
で
く
り
返
さ

な
い
が
、
　
「
奈
良
花
林
院
歌
合
』
の
作
道
で
あ
る
。
そ
し
て
勝
超
法
師
歌
の
詞

書
は
、
④
⑤
の
永
縁
歌
の
そ
れ
と
全
く
一
致
す
る
。
永
縁
の
時
代
は
、
百
首

歌
、
殊
に
複
数
歌
人
に
よ
る
百
首
歌
は
、
　
『
堀
河
百
首
』
　
『
永
久
百
首
』
を
数

え
る
程
度
で
、
そ
う
度
々
行
わ
れ
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
し
、
永
縁
、
勝
超

法
師
と
も
に
興
福
寺
僧
で
、
　
『
奈
良
花
林
院
歌
合
』
の
主
催
老
と
そ
の
出
詠
歌

人
と
い
う
関
係
に
あ
る
点
を
も
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
勝
超
法
師
の
二
首
は
永
縁

と
同
時
の
百
首
で
、
堀
河
百
首
題
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
の
場
合
、
⑥
は
「
呼
子
鳥
」
題
、
⑦
は
「
初
冬
」
ま
た
は
「
肥

薩
」
題
に
よ
る
詠
で
あ
ろ
う
。
ま
た
⑥
の
歌
は
、
　
『
堀
河
百
首
』
の

　
　
こ
ぬ
人
を
ま
ち
か
ね
山
の
よ
ぶ
こ
鳥
お
な
じ
心
に
あ
は
れ
と
そ
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
春
・
喚
子
鳥
・
二
二
二
・
肥
後
）

と
、
三
、
五
音
が
一
致
す
る
な
ど
、
明
ら
か
に
肥
後
歌
の
影
響
を
受
け
て
い



る
。
一
方
、
⑦
も
『
堀
河
百
首
』
の

　
　
な
に
は
え
の
浪
に
な
つ
さ
ふ
し
を
れ
藍
の
け
さ
塩
風
に
さ
え
て
み
ゆ
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
冬
・
寒
藍
・
九
六
七
・
皆
実
）

に
想
を
得
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
勝
着
法
師
歌
に
『
堀
河
百
首
』

の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
や
は
り
堀
河
百
首
題
に
よ
っ
た
た
め
で
あ
ろ

う
コ
な
お
、
④
⑤
⑥
⑦
が
、
堀
河
百
首
題
に
よ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
詞
書
中
に

歌
題
が
記
さ
れ
て
い
な
い
点
に
、
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
　
『
楢
葉
和

歌
集
』
で
は
歌
題
を
記
さ
な
い
百
首
歌
は
珍
し
く
な
い
し
、
結
集
収
載
の
永
縁

の
堀
河
百
首
歌
の
場
合
で
も
、
詞
書
を
「
題
不
知
」
（
四
六
四
）
、
「
堀
河
院
御

時
歌
奉
ケ
ル
ニ
」
（
八
四
四
）
と
記
し
て
歌
題
を
示
さ
な
い
例
も
存
す
る
か
ら
、

特
に
異
と
す
る
に
は
当
た
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
白
面
法
師
の
⑥
⑦
が
、
雨
縁
の
④
⑤
と
同
時
の
、
堀
河
百
首
題
に
よ
る
百
首

歌
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
既
述
の
ご
と
く
、
そ
れ
は
『
奈
良
花
林
院
歌
合
』
の
前

後
に
行
わ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
　
『
奈
良
花
林
院
歌
合
』
は
、
天
治

元
年
（
一
一
二
四
）
に
催
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
俊
頼
が
、
白
河
院
の
勅
撰
集

（『

燉
t
集
』
）
撰
進
の
院
宣
を
奉
じ
た
年
で
、
時
期
が
極
め
て
接
近
し
て
い

る
。
し
か
し
、
『
金
葉
集
』
二
度
本
は
天
治
二
年
の
奏
上
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

同
じ
『
金
葉
集
』
二
度
本
に
、
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
『
奈
良
花
林
院
歌
合
』

の
歌
が
見
え
る
か
ら
（
九
頁
上
段
×
そ
の
前
後
の
百
首
歌
が
、
入
集
し
て
い

て
も
不
都
合
は
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
百
首
歌
は
、
永
縁
没
の
天
治
二
年
四
月

　
　
　
　
永
縁
と
『
堀
河
百
首
』

五
日
を
降
る
こ
と
は
な
い
。

　
仏
縁
の
「
花
林
院
」
に
入
々
が
集
ま
っ
て
し
ば
し
ば
歌
会
が
行
わ
れ
た
ら
し

い
こ
と
は
、
　
『
槍
葉
和
歌
集
』
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
花
林
院
ニ
テ
人
々
寄
ヨ
ミ
侍
ケ
ル
ニ
、
カ
タ
ガ
タ
ソ
祝
ト
イ
ヘ
ル
事
ヲ

　
　
マ
ツ
ノ
ウ
ヘ
ニ
ス
ム
ア
シ
タ
ヅ
ハ
キ
ミ
ガ
ヨ
ノ
チ
ヨ
ヲ
カ
サ
ヌ
ル
シ
ル
シ

　
　
成
ケ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
七
・
神
職
付
賀
祝
・
五
二
五
・
永
縁
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
「
花
林
院
」
を
中
心
と
す
る

奈
良
の
歌
人
た
ち
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
堀
河
百
首
題
に
よ
る
百
首
歌
が
行

わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
、
　
『
堀
河
百
首
』
の
作
者
、
有
縁
の
果

た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
ま
た
、
嘉
承
三
年
（
＝
6
八
）
七
月
頃
の
成
立
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
7
）

言
わ
れ
る
、
『
堀
河
百
首
』
作
者
源
国
信
の
「
恋
昔
百
首
和
歌
」
が
、
概
ね
堀

河
百
首
題
に
拠
っ
て
い
る
例
は
あ
る
が
、
こ
の
奈
良
の
百
首
歌
は
、
　
『
堀
河
百

首
』
の
影
響
、
享
受
史
の
上
で
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
限
り
、
複
数
歌
人
に
よ

る
堀
河
百
首
題
百
首
の
最
も
早
い
時
期
の
も
の
と
し
て
逸
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

七

　
本
稿
で
、
度
々
引
用
し
て
き
た
『
槍
葉
和
歌
集
』
は
、
密
雲
と
勝
着
法
師
の

例
を
除
き
、
百
首
歌
の
歌
を
二
七
首
収
め
て
い
る
（
百
番
歌
合
歌
を
除
く
）
。

そ
の
作
者
は
読
人
不
知
を
除
き
二
二
人
。
そ
の
中
に
、
た
と
え
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



　
　
　
百
首
ノ
中
二
、
サ
ク
ラ

　
　
シ
ラ
雲
ト
ナ
ニ
コ
ソ
タ
テ
レ
カ
ヅ
ラ
キ
ノ
山
ニ
モ
シ
ル
ク
ハ
ナ
ハ
サ
キ
ケ

　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
丁
三
三
・
春
・
頼
覚
法
師
）

の
よ
う
に
、
堀
河
百
首
題
「
桜
」
と
一
致
す
る
例
も
あ
る
。
　
『
僧
綱
補
任
』
の

堀
河
天
皇
の
応
徳
四
年
（
一
〇
八
七
）
の
条
に
「
権
大
僧
都
頼
覚
」
の
名
を
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
へ

出
す
が
、
こ
れ
は
藤
原
道
兼
の
孫
の
頼
覚
で
、
右
歌
の
作
者
「
頼
覚
法
師
」
と

は
別
入
の
よ
う
だ
。
た
だ
、
こ
の
頼
覚
は
、
同
じ
『
槍
葉
和
歌
集
』
に
『
東
南

院
老
若
歌
合
』
の
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
（
二
三
八
）
、
東
大
寺
の
僧
で

あ
っ
た
ら
し
い
と
い
う
見
当
だ
け
は
っ
く
。

　
こ
の
造
語
の
例
の
よ
う
に
、
管
見
の
範
囲
で
は
、
百
首
歌
の
作
者
た
ち
の
大

部
分
に
つ
い
て
は
、
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
知
り
得
た
の
は
、
　
『
金
葉

集
』
　
『
詞
花
集
』
作
者
の
僧
都
覚
雅
（
源
細
江
息
）
な
ど
、
二
、
三
人
の
み
で

あ
っ
た
。
　
『
檜
葉
和
歌
集
』
で
は
、
　
「
法
橋
名
円
」
　
「
権
大
僧
都
経
円
」
　
「
権

律
師
増
益
」
な
ど
を
除
き
、
作
者
名
を
「
I
l
法
師
」
と
表
記
し
て
い
る
か

ら
、
百
首
歌
作
者
の
ほ
と
ん
ど
は
凡
僧
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
彼
ら

の
大
部
分
は
、
永
縁
の
い
た
興
福
寺
、
そ
れ
に
東
大
寺
の
僧
侶
と
考
え
て
大
過

　
　
（
注
8
）

あ
る
ま
い
。

　
そ
の
中
に
、
詞
書
に
明
記
さ
れ
て
い
る
歌
題
で
、
堀
河
百
首
題
に
一
致
す
る

も
の
を
他
に
、
二
、
三
例
挙
げ
て
み
よ
う
。

　
　
　
百
首
歌
ヨ
ミ
侍
ケ
ル
中
二
、
タ
カ
ガ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ニ

　
　
ハ
シ
タ
カ
ノ
ス
エ
ノ
ノ
ハ
ラ
ニ
ヤ
ド
カ
リ
テ
コ
ヨ
ピ
ア
ケ
ナ
バ
ア
サ
カ
リ

　
　
ニ
セ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
四
・
冬
・
三
四
六
・
重
英
法
師
）

　
　
　
百
首
ノ
歌
ヨ
ミ
侍
ケ
ル
、
ウ
ヅ
ミ
火

　
　
ヨ
ヲ
サ
ム
ミ
ノ
コ
ル
ト
モ
ナ
キ
ウ
ヅ
ミ
火
ノ
ア
タ
リ
ヲ
タ
ノ
ム
ヒ
ト
リ
ネ

　
　
ノ
ト
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
・
三
五
〇
・
声
音
法
師
）

　
　
　
百
首
歌
ノ
中
二
、
カ
グ
ラ
ノ
寄

　
　
ニ
当
直
タ
ク
コ
ロ
モ
ノ
ソ
デ
モ
サ
エ
ニ
ケ
リ
サ
カ
キ
バ
シ
ロ
ク
シ
モ
ノ
フ

　
　
リ
ツ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
一
・
雑
二
諸
節
篇
・
八
六
八
・
尊
者
）

こ
の
う
ち
、
三
首
目
の
作
者
「
尊
者
」
は
、
　
「
禅
定
院
尊
者
」
　
（
六
九
三
．
八

二
九
・
八
五
五
の
作
者
）
と
同
一
人
物
だ
と
す
れ
ば
、
興
福
寺
関
係
者
と
な

る
。
ま
た
、
二
番
目
の
円
家
法
師
詠
の
題
「
ウ
ヅ
ミ
火
」
は
『
堀
河
百
首
』
に

お
い
て
は
、
諸
本
に
「
埋
火
」
　
「
炉
火
」
の
両
通
り
が
あ
り
、
疑
問
が
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
あ
と
の
題
「
鷹
狩
」
と
「
神
楽
」
は
、
『
校
本
』
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、
一
般
的
で
は
な
い
歌
題
で
あ
り
（
三
三
九
頁
）
、
堀
河
百
首
題
に
よ

っ
て
詠
ま
れ
た
百
首
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
　
『
楢

葉
和
歌
集
』
に
は
、

　
　
　
堀
河
院
百
首
ヲ
題
ニ
テ
月
ナ
ミ
ノ
歌
ヨ
ミ
ケ
ル
ニ
、
子
日
ヲ
ヨ
メ
ル

　
　
春
ノ
イ
ロ
ノ
フ
タ
シ
ホ
ミ
ユ
ル
ヒ
メ
コ
松
コ
ゾ
ノ
子
ノ
日
曲
目
レ
ノ
コ
シ

　
　
ケ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
一
・
春
・
九
・
命
円
法
師
）

の
よ
う
に
、
堀
河
百
首
題
に
よ
る
月
次
歌
の
例
も
存
す
る
。



　
奈
良
と
い
う
と
、
和
歌
の
方
で
は
、
東
大
寺
・
興
福
寺
・
春
日
社
が
す
ぐ
に

思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
。
　
『
楢
葉
和
歌
集
』
賊
文
は
、

　
　
ソ
ノ
カ
ミ
右
京
権
大
夫
入
道
温
光
カ
ス
ガ
ノ
サ
ト
ニ
シ
ル
ヨ
シ
シ
テ
ス
ミ

　
　
ワ
タ
リ
シ
時
、
南
都
集
一
部
ヲ
エ
ラ
ビ
テ
人
ノ
心
ヲ
ヤ
シ
ナ
ハ
シ
ム
一
望

　
　
サ
テ
ノ
チ
、
山
階
集
、
山
階
後
帯
、
拾
遺
南
都
集
、
朝
恵
慈
童
團
凹
一
ガ
ウ

　
　
チ
ギ
キ
ゾ
上
閣
凹
コ
ユ
ル
物
ア
ヒ
ツ
イ
デ
：
・
…

と
記
す
。
右
の
う
ち
、
『
山
階
集
』
は
『
和
歌
現
在
書
目
録
』
に
そ
の
名
が
見

え
る
か
ら
、
仁
安
元
年
（
一
一
六
六
）
以
前
の
成
立
で
あ
る
。
　
「
又
悪
酒
山
階

集
一
、
撰
二
南
都
歌
【
」
　
（
『
八
雲
御
守
』
巻
一
）
と
あ
る
か
ら
、
南
都
の
歌
人
の

歌
を
撰
集
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
　
『
和
歌
色
葉
』
　
『
代
集
』
に
よ
る
と
、
編
者

は
宗
延
（
慈
光
坊
）
と
い
う
。
こ
の
宗
延
も
実
は
興
福
寺
僧
侶
で
、
　
『
奈
良
花

林
院
歌
合
』
の
作
図
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
古
く
か
ら
、
墨
型
と
関
係
が
あ
っ

た
ら
し
く
、

　
　
　
花
林
院
ノ
権
僧
正
凡
下
二
侍
ケ
ル
ト
キ
、
海
上
月
ト
イ
ヘ
ル
題
ヲ
人
々

　
　
　
ニ
ヨ
マ
セ
テ
ア
ハ
セ
侍
ケ
ル
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薫
製
法
師

　
　
秋
ノ
月
ア
カ
シ
ノ
ウ
ラ
ノ
ナ
ビ
キ
モ
ニ
ス
ム
ワ
レ
カ
ラ
ノ
カ
ズ
モ
カ
ク
レ

　
　
ズ
、
　
（
巻
三
・
秋
・
二
三
五
）

が
、
　
『
槍
葉
和
歌
集
』
に
見
え
る
。
　
「
花
林
院
ノ
権
僧
正
」
は
い
う
ま
で
も
な

く
心
理
で
あ
る
。
確
実
な
記
録
で
は
、
、
相
縁
は
永
長
元
年
（
一
〇
九
六
）
に
権

律
師
と
し
て
見
え
て
い
る
か
ら
（
『
僧
綱
補
任
』
）
、
「
雛
僧
二
侍
ケ
ル
ト
キ
」
は

永
縁
と
『
堀
河
百
首
』

そ
れ
以
前
に
な
る
。
　
『
堀
河
百
首
』
の
奏
覧
時
期
を
遡
る
こ
と
、
十
年
以
上
前

か
ら
、
永
縁
は
歌
合
を
主
催
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
宗
延
が
そ
の
撰
集
に
、
興
福
寺
の
別
称
で
あ
る
「
山
階
寺
」
に
因
ん

だ
「
山
階
集
」
と
い
う
名
を
付
け
た
の
も
、
興
福
寺
僧
の
自
分
が
、
興
福
寺
を

中
心
に
編
ん
だ
集
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
「
山
階
後

集
」
は
そ
れ
を
承
け
つ
い
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
践
文
の
「
朝
恵
恵
章
廟
凹
一
ガ
ウ
チ
ギ
キ
」
は
朝
恵
、
恵
章
の
編

ん
だ
私
撰
集
と
解
さ
れ
る
が
、
朝
恵
法
師
は
『
千
載
集
』
　
（
七
三
九
）
・
『
新
古

今
集
』
　
（
五
〇
四
）
の
作
者
、
恵
章
法
師
は
『
千
載
集
』
　
（
一
二
四
九
）
の
作

者
で
あ
り
、
と
も
に
興
福
寺
僧
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
、
寺
僧
に
よ
る
私
撰
集
の
編
纂
の
ほ
か
に
も
、
興
福
寺
で
は
活

発
な
和
歌
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
端
を
示
せ
ば
、
永
縁
の
前
の
別

当
で
あ
っ
た
大
僧
正
覚
信
は
、
寛
治
七
年
（
一
〇
九
三
）
三
月
一
四
日
、
　
『
奈

良
歌
合
』
を
興
福
寺
に
お
い
て
催
し
て
い
る
し
（
『
平
安
朝
歌
合
大
成
五
』
）
、

『
楢
葉
和
歌
集
』
か
ら
、
元
永
二
年
（
一
一
一
九
）
五
月
一
七
日
の
『
禅
定
院

歌
合
』
　
（
四
六
八
番
詞
書
。
作
者
宗
延
法
師
）
、
『
奈
良
花
林
院
歌
合
』
と
同
じ

天
治
元
年
（
＝
二
四
）
の
『
一
乗
院
歌
合
』
　
（
五
〇
六
番
詞
書
）
の
ご
と

く
、
興
福
寺
の
子
院
で
の
歌
合
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。

　
そ
の
興
福
寺
の
和
歌
活
動
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
の
が
、
花
林
院
に
拠
っ

た
永
縁
を
中
心
と
す
る
活
動
で
あ
る
。
そ
し
て
、
南
都
の
中
で
も
際
立
っ
た
興

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二



福
寺
の
和
歌
活
動
に
留
意
す
れ
ば
、
永
縁
ら
が
南
都
の
僧
侶
歌
人
に
与
え
た
影

響
は
無
視
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
先
に
も
引
用
し
た
ご
と
く
、
　
「
人
国
花
ノ
林
ノ

カ
ウ
バ
シ
キ
ア
ト
ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ
ヲ
ゾ
ト
ブ
ラ
ヒ
侍
ケ
ル
」
　
（
「
楢
葉
和
歌
集
』

賊
）
と
い
う
一
文
が
、
そ
れ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の

永
縁
ら
が
、
堀
河
百
首
題
に
よ
る
百
首
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
の
意
味
は
小
さ
く
な

い
は
ず
で
あ
る
。

　
『
檜
葉
和
歌
集
』
の
包
文
に
よ
れ
ば
、
撰
者
素
俊
は
藤
原
定
家
と
親
交
が
あ

り
、
そ
の
勧
め
も
あ
っ
て
、
嘉
禎
三
年
目
一
二
三
七
）
六
月
五
日
同
集
を
編
ん

だ
と
い
う
。
そ
う
し
た
都
の
歌
人
と
の
交
流
を
考
慮
す
れ
ば
、
藤
原
俊
成
や
慈

円
・
定
家
・
家
隆
等
の
堀
河
百
首
題
に
よ
る
百
首
歌
が
、
南
都
の
僧
た
ち
に
刺

激
を
与
え
、
同
様
な
試
み
の
流
行
を
促
し
た
こ
と
は
、
充
分
に
想
像
で
き
る
。

そ
の
一
方
で
、
新
古
今
時
代
に
先
立
っ
て
、
院
政
期
、
南
都
に
お
い
て
、
血

縁
ら
が
堀
河
百
首
題
百
首
を
試
み
た
こ
と
が
、
南
都
の
纈
流
歌
人
た
ち
の
百
首

歌
に
与
え
た
影
響
も
、
決
し
て
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
う
の
で

あ
る
。
　
『
楢
葉
和
歌
集
』
に
収
め
ら
れ
た
百
首
歌
、
殊
に
堀
河
百
首
題
百
首
と

推
定
さ
れ
る
百
首
歌
に
、
野
縁
ら
の
先
駆
的
活
動
の
与
え
た
影
響
と
刺
激
の
一

端
を
見
る
こ
と
は
容
易
で
あ
ろ
う
。

八

以
上
、
臆
測
を
重
ね
て
き
た
が
、
　
『
堀
河
百
首
』
作
者
由
縁
を
め
ぐ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

永
縁
と
「
堀
河
百
首
』
の
関
わ
り
、
た
と
え
ば
、
東
風
は
奏
覧
本
の
十
四
人
本

を
見
る
こ
と
の
で
き
る
立
場
に
あ
っ
て
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
詠
ん
で
い
る
こ

と
、
業
縁
は
基
俊
や
俊
頼
等
か
ら
空
前
の
壮
挙
で
あ
る
『
堀
河
百
首
』
の
事
を

聞
き
、
自
薦
で
百
首
歌
を
詠
ん
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
、
永

縁
が
堀
河
天
皇
の
唯
識
論
玄
馬
の
御
師
と
し
て
、
天
皇
と
特
殊
な
関
係
に
あ
っ

た
こ
と
が
、
特
に
奈
良
在
住
の
永
縁
を
し
て
、
　
『
堀
河
百
首
』
に
出
撃
せ
し
め

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
を
述
べ
た
。
ま
た
、
　
『
堀
河
百
首
』
の
流
布

に
関
し
て
、
十
六
人
本
が
永
久
四
年
六
月
の
時
点
で
流
布
し
て
い
た
可
能
性
を

指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
　
『
堀
河
百
首
』
の
享
受
に
つ
い
て
、
　
『
堀
河
百
首
』
の

後
に
、
裏
革
た
ち
が
堀
河
百
首
題
百
首
を
試
み
た
ら
し
い
こ
と
、
そ
れ
が
、
現

在
知
ら
れ
て
い
る
限
り
、
複
数
歌
人
に
よ
る
堀
河
百
首
題
百
首
の
最
も
早
い
時

期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
百
首
歌
の
試
み
が
、
南
都
の
僧
侶
歌
人
に
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
、
な
ど
に
言
及
し
た
。

　
義
心
の
「
堀
河
百
首
』
に
は
、
十
四
人
本
の
作
者
た
ち
の
影
響
が
強
く
、
中

に
は
剰
窃
と
非
難
さ
れ
て
も
仕
方
の
な
い
よ
う
な
歌
も
存
す
る
。
ま
た
、
後
世

の
評
価
も
か
ん
ば
し
く
な
く
、
後
の
勅
撰
集
に
は
、
最
終
的
な
十
六
人
本
の
作

老
の
中
で
、
最
低
の
四
首
し
か
入
集
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
永
々
に
つ

い
て
は
『
堀
河
百
首
』
の
成
立
事
情
に
関
し
て
、
言
及
さ
れ
る
程
度
で
あ
っ

た
。
同
じ
『
堀
河
百
首
』
作
者
で
も
、
俊
頼
や
基
俊
、
顕
季
、
匡
房
ら
の
著
名

歌
人
に
比
し
て
、
そ
の
影
は
極
め
て
薄
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
『
堀
河
百



首
』
の
歌
の
評
価
と
は
別
に
、
　
『
堀
河
百
首
』
の
影
響
、
享
受
の
面
で
、
永
縁

が
南
都
の
僧
侶
歌
人
の
和
歌
活
動
に
果
た
七
た
役
割
は
、
大
き
い
と
思
わ
れ

る
。
そ
う
い
う
点
で
言
え
ば
、
永
縁
を
最
終
的
に
『
堀
河
百
首
』
の
作
者
に
持

ち
得
た
こ
と
は
、
　
『
堀
河
百
首
』
自
体
に
と
っ
て
、
幸
い
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
注
1
）
　
天
仁
三
年
（
一
一
一
〇
）
二
月
二
八
日
か
ら
三
百
日
間
に
わ
た
っ
て
、
　
『
法

　
．
華
経
』
そ
れ
に
『
阿
弥
陀
経
』
と
『
般
若
心
経
』
と
を
併
せ
て
講
じ
た
折
の
説
教
の

　
聞
書
で
あ
る
『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
に
、
法
談
担
当
の
僧
と
し
て
「
大
安
寺
僧
都
永

　
一
目
［
」
と
い
う
名
が
見
え
る
が
、
当
時
、
大
安
寺
の
別
当
で
あ
り
、
少
僧
都
で
あ
っ
た

　
永
縁
を
擬
す
の
が
、
通
説
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
堀
河
百
首
』
奏
覧
よ
り
、

　
四
、
五
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

へ
注
2
）
　
『
槍
葉
和
歌
集
』
の
引
用
は
、
樋
口
芳
麻
呂
編
著
『
楢
葉
和
歌
集
と
研
究
』
．
．

　
　
（
未
刊
国
文
資
料
）
に
よ
っ
た
が
、
仮
名
つ
か
い
や
清
濁
な
ど
を
私
に
改
め
た
箇
所

　
も
あ
る
。

（
注
3
）
　
『
奈
良
花
林
院
歌
合
」
の
成
立
時
期
は
、
天
治
元
年
三
月
下
旬
（
晩
春
）
と

　
い
う
橋
本
不
美
男
氏
の
説
（
『
院
政
期
の
歌
壇
史
研
究
』
二
九
二
頁
）
が
定
説
化
し

　
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
歌
合
の
永
日
歌
（
月
・
五
番
右
）
、

　
　
　
古
郷
の
時
ぞ
と
も
な
き
さ
び
し
さ
も
な
ぐ
さ
む
ば
か
り
す
め
る
月
影

　
と
同
じ
歌
と
思
し
き
歌
が
、
　
『
楢
葉
和
歌
集
』
の
永
縁
歌
と
し
て
、

　
　
　
　
八
月
十
五
夜
花
林
院
歌
合
二
、
故
郷
月
ヲ
直
書
ル

　
　
　
フ
ル
里
ノ
ト
キ
ゾ
ト
モ
ナ
キ
サ
ビ
シ
サ
モ
ワ
ス
ル
ル
ポ
ド
ニ
ス
メ
ル
月
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
三
・
秋
・
二
五
二
）

　
と
見
え
、
詞
書
に
よ
れ
ば
、
八
月
十
五
夜
に
『
奈
良
花
林
院
歌
合
』
が
行
わ
れ
て
い

　
る
。
題
「
月
」
と
「
故
郷
月
」
の
相
違
、
第
四
句
の
異
同
等
に
疑
問
が
存
し
、
色
々

　
な
推
測
が
可
能
で
あ
る
が
、
　
『
檎
葉
和
歌
集
』
の
記
載
を
そ
の
ま
ま
信
ず
れ
ば
、

永
縁
と
『
堀
河
百
首
』

　
「
三
月
下
旬
（
晩
春
）
」
で
は
な
く
「
八
月
十
五
夜
」
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ

　
う
。
因
み
に
、
　
『
奈
良
花
林
院
歌
合
』
と
、
桜
・
郭
公
・
月
・
雪
・
祝
の
全
歌
題
、

　
作
者
．
数
・
番
数
が
揆
を
一
に
し
、
そ
こ
に
「
何
か
の
意
味
が
あ
る
の
で
あ
ら
う
か
」

　
と
言
わ
れ
る
『
高
陽
院
七
番
歌
合
』
　
（
『
院
政
期
の
歌
壇
史
研
究
』
二
八
四
頁
）
は

　
寛
治
八
年
（
一
〇
九
四
）
の
八
月
一
九
日
（
廿
巻
本
所
収
の
仮
名
日
記
で
は
八
月
一

　
五
日
）
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
奈
良
花
林
院
歌
合
』
が
八
月
十
五
夜
に
行
わ

　
れ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
注
4
）
　
俊
頼
の
歌
を
椀
似
た
ち
が
う
た
っ
て
、
神
歌
に
な
っ
た
の
を
伝
え
聞
い
た
永

　
縁
が
羨
み
、
琵
琶
法
師
ど
も
に
物
を
与
え
て
、
　
「
聞
く
た
び
に
め
づ
ら
し
け
れ
ば
郭

　
公
い
つ
も
初
音
の
心
地
こ
そ
す
れ
」
　
（
『
金
葉
集
二
』
夏
・
一
＝
二
）
と
い
う
自
詠

　
を
う
た
わ
せ
た
の
で
、
時
の
人
は
「
有
難
き
数
寄
人
」
と
言
っ
た
と
い
う
（
『
無
名

　
抄
』
）
。
ま
た
、
右
の
歌
を
、
高
判
官
代
政
業
が
永
縁
よ
り
数
ケ
月
虹
に
詠
ん
で
い
た

　
が
、
永
縁
の
訴
え
に
よ
っ
て
永
縁
の
作
と
認
め
ら
れ
た
と
い
う
話
（
『
袋
草
紙
』
）
、

　
伯
の
母
の
仏
供
養
に
長
柄
の
橋
の
切
を
得
、
覚
縁
と
い
う
歌
よ
み
が
そ
れ
を
乞
う
た

　
の
に
、
珍
蔵
し
て
与
え
な
か
っ
た
と
い
う
話
（
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
巻
三
）
も
あ
る
。

（
注
5
）
　
「
堀
河
百
首
の
本
文
の
伝
承
と
成
立
事
情
」
　
（
『
中
古
文
学
』
第
十
五
号
、

　
昭
5
0
・
5
）

（
注
6
）
　
『
院
政
期
の
歌
壇
史
研
究
』
二
九
四
頁

（
注
7
）
　
注
6
の
書
、
二
三
四
頁

（
注
8
）
　
樋
口
芳
麻
呂
氏
に
よ
れ
ば
、
　
『
楢
葉
和
歌
集
』
の
作
者
名
の
明
ら
か
な
三
三

　
五
名
中
、
三
〇
六
名
は
僧
侶
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
四
三
名
の
童
を
除
い
た
二
六
三
名

　
は
、
ほ
と
ん
ど
が
興
福
寺
、
東
大
寺
の
僧
侶
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
（
注
1
の
書
、

　
一
九
五
～
七
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
助
教
授
）

一
五


